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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声による通話と、みなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置において、
　前記通話を制御する電話制御手段と、
　前記ＦＡＸ通信を制御するＦＡＸ通信制御手段と、
　ネットワークからの入力信号の線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段に選
択的に切り替え接続するとともに、前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段からの出
力信号の線路を前記ネットワークに選択的に切り替え接続する接続手段と、
　着信後に、前記接続手段により、前記ネットワークからの入力信号の線路を前記電話制
御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段の両方に接続してＦＡＸの初期識別信号の検出を前記Ｆ
ＡＸ通信制御手段で行わせ、前記ＦＡＸ通信制御手段が前記初期識別信号を検出した場合
に、前記ＦＡＸ通信を開始するように制御する制御手段とを備えることを特徴とする画像
通信装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、着信後に、前記接続手段により、前記ネットワークからの入力信号の
線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段の両方に接続したときは、前記ＦＡＸ
通信制御手段から前記ネットワークへの出力信号の線路を非接続状態にすることを特徴と
する請求項１記載の画像通信装置。
【請求項３】
　前記ＦＡＸ通信制御手段は、前記電話制御手段に接続された子電話が自動メッセージを
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応答している間に、前記初期識別信号の検出を行うことを特徴とする請求項１又は２記載
の画像通信装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記ＦＡＸ通信制御手段が前記初期識別信号を検出した場合に、前記
接続手段により、前記ネットワークから前記電話制御手段への入力信号の線路を非接続状
態にすることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像通信装置。
【請求項５】
　音声による通話と、みなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置において、
　前記通話を制御する電話制御手段と、
　前記ＦＡＸ通信を制御するＦＡＸ通信制御手段と、
　ネットワークからの入力信号の線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段に選
択的に切り替え接続するとともに、前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段からの出
力信号の線路を前記ネットワークに選択的に切り替え接続する接続手段と、
　音声メッセージでの応答またはリングバックトーンを前記ネットワークへ送出しながら
ＦＡＸの初期識別信号検出を行う場合に、着信後に、前記接続手段により前記ネットワー
クからの入力信号の線路を前記ＦＡＸ通信制御手段に接続して前記初期識別信号の検出を
前記ＦＡＸ通信制御手段で行わせ、前記ＦＡＸ通信制御手段が前記初期識別信号を検出し
た場合に、前記ＦＡＸ通信を開始するように制御する制御手段とを備えることを特徴とす
る画像通信装置。
【請求項６】
　音声による通話と、みなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置において、
　子電話からダイヤル信号を検出するダイヤル信号検出手段を備え、前記通話を制御する
電話制御手段と、
　前記ＦＡＸ通信を制御するＦＡＸ通信制御手段と、
　ネットワークからの入力信号の線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段に選
択的に切り替え接続するとともに、前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段からの出
力信号の線路を前記ネットワークに選択的に切り替え接続する接続手段と、
　前記子電話がフックアップされたときに前記ダイヤル信号検出手段によるダイヤル信号
検出を実行させ、前記ダイヤル信号検出手段で所定のダイヤル信号が検出された場合に、
前記接続手段により前記ネットワークからの入力信号の線路を前記ＦＡＸ通信制御手段に
接続し、前記ＦＡＸ通信を開始するように制御する制御手段とを備えることを特徴とする
画像通信装置。
【請求項７】
　前記ＦＡＸ通信は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０に基づく信号を音声信号とみなして通信す
ることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像通信装置。
【請求項８】
　前記電話制御手段は、ＳＬＩＣ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画
像通信装置。
【請求項９】
　前記ＦＡＸ通信制御手段は、ＭＯＤＥＭであることを特徴とする請求項１乃至８のいず
れか１項に記載の画像通信装置。
【請求項１０】
　音声による通話と、みなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置であって、前記通
話を制御する電話制御手段と、前記ＦＡＸ通信を制御するＦＡＸ通信制御手段と、ネット
ワークからの入力信号の線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段に選択的に切
り替え接続するとともに、前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段からの出力信号の
線路を前記ネットワークに選択的に切り替え接続する接続手段とを備える画像通信装置の
画像通信方法であって、
　制御手段が、着信後に、前記接続手段により、前記ネットワークからの入力信号の線路
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を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段の両方に接続してＦＡＸの初期識別信号検
出を前記ＦＡＸ通信制御手段で行わせ、前記ＦＡＸ通信制御手段が前記初期識別信号を検
出した場合に、前記ＦＡＸ通信を開始するように制御することを特徴とする画像通信方法
。
【請求項１１】
　音声による通話と、みなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置であって、前記通
話を制御する電話制御手段と、前記ＦＡＸ通信を制御するＦＡＸ通信制御手段と、ネット
ワークからの入力信号の線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段に選択的に切
り替え接続するとともに、前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段からの出力信号の
線路を前記ネットワークに選択的に切り替え接続する接続手段とを備える画像通信装置の
画像通信方法であって、
　制御手段が、音声メッセージでの応答またはリングバックトーンを前記ネットワークへ
送出しながらＦＡＸの初期識別信号検出を行う場合に、着信後に、前記接続手段により前
記ネットワークからの入力信号の線路を前記ＦＡＸ通信制御手段に接続して前記初期識別
信号の検出を前記ＦＡＸ通信制御手段で行わせ、前記ＦＡＸ通信制御手段が前記初期識別
信号を検出した場合に、前記ＦＡＸ通信を開始するように制御することを特徴とする画像
通信方法。
【請求項１２】
　音声による通話と、みなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置であって、子電話
からダイヤル信号を検出するダイヤル信号検出手段を備え、前記通話を制御する電話制御
手段と、前記ＦＡＸ通信を制御するＦＡＸ通信制御手段と、前記ネットワークからの入力
信号の線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段に選択的に切り替え接続すると
ともに、前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段からの出力信号の線路を前記ネット
ワークに選択的に切り替え接続する接続手段とを備える画像通信装置の通信方法であって
、
　制御手段が、前記子電話がフックアップされたときに前記ダイヤル信号検出手段による
ダイヤル信号検出を実行させ、前記ダイヤル信号検出手段で所定のダイヤル信号が検出さ
れた場合に、前記接続手段により前記ネットワークからの入力信号の線路を前記ＦＡＸ通
信制御手段に接続し、前記ＦＡＸ通信を開始するように制御することを特徴とする画像通
信方法。
【請求項１３】
　請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載の画像通信方法を画像通信装置に実行させる
ためのコンピュータに読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声による通話とみなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置及び方法
、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の画像通信方法には、公衆電話回線（ＰＳＴＮ）を使用したファクシミリ（以下、
単に「ＦＡＸ」と略す）伝送のほかに、ＩＰ網などの高速ネットワークを用いたＦＡＸ伝
送がある。ＩＰ網を用いたＦＡＸ伝送には２種類の方法がある。１つは、ＩＴＵ－Ｔ勧告
のＴ．３０プロトコルを用いたＴ．３０みなし音声伝送である。これは、Ｔ．３０のアナ
ログ信号をデジタル信号に変換して伝送する方法であり、Ｔ．３０のアナログ信号を音声
信号と「みなし」て伝送するため、Ｔ．３０みなし音声伝送と呼ばれる。もう１つは、Ｉ
ＴＵ－Ｔ勧告のＴ．３８で規定された伝送方式で、Ｔ．３０プロトコルで伝送される信号
をデジタル信号のまま伝送する方法であり、Ｔ．３０に比べて高速な伝送が行なえる。
【０００３】
　上記２つの方法はいずれも、呼制御手段としてＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａ
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ｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）が用いられ、ＩＰ網上でのＰｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｐｏｉｎｔ
の伝送が実現される（特許文献１）。また、ＩＰ網としては、例えば日本のＮＴＴ社が提
供しているＮＧＮ（Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と呼ばれるデジ
タル公衆網や、ＩＰ構内交換機（ＩＰ－ＰＢＸ）などを用いた構内ＩＰ回線がある。特に
、ＮＧＮを利用した場合、帯域保証、セキュリティ管理などが行われるため、高速かつ安
全に画像伝送が行える。
【０００４】
　従来のＰＳＴＮにおける伝送速度は最大でも３３．６ｋｂｐｓであったが、ＮＧＮでは
最大１Ｍｂｐｓを保証しており、約３０倍早い伝送が可能になる。このようなＴ．３８Ｆ
ＡＸ通信、Ｔ．３０みなし音声のＦＡＸ通信を可能にした画像通信装置において、電話系
のオペレーションをＩＰ網上で構成する方法がある。すなわち、画像通信装置をＰＳＴＮ
に接続する必要がなく、ネットワーク接続のみで通話、ＦＡＸ通信が可能になる。この場
合、ハンドセット、子電話もＦＡＸ通信と同様に、ＩＰ網に接続され、ＩＰ網に音声パケ
ットを通すことで音声データの受け渡しが行われる。これが、いわゆるＩＰ電話と呼ばれ
るものである。ＩＰ電話における音声パケットの符号化方式は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１
１が用いられ、この伝送プロトコルとしてＲＴＰ（Ｒｅａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ）が使用される。このような画像通信装置でも、従来のアナログ電話回線に接続された
ＦＡＸでの各種受信モードや、手動受信モードでの電話オペレーションによるリモート受
信機能をサポートする必要がある。ここでいう各種受信モードには、自動受信モード、留
守電（留守番電話）接続モード、ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード、手動受信モードが含まれる
（特許文献２）。
【０００５】
　自動受信モードとは、着信時に、装置に接続されたハンドセット、子電話で応答させる
ことなく、自動的にＦＡＸ受信になるモードである。
【０００６】
　留守電接続モードとは、子電話として留守電機能を持つ電話を接続したときに選択され
るモードである。留守電接続モードは、留守番電話での留守録中にＦＡＸの初期識別信号
（ＦＡＸ手順のＣＮＧ（Ｃａｌｌｉｎｇ　Ｔｏｎｅ）信号）を検出した場合には自動的に
ＦＡＸ受信に切り替える。
【０００７】
　ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モードとは、かかってきた音声呼がＦＡＸなのか電話なのかを自動
判別するモードである。ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モードは、一旦、ＦＡＸ側で呼接続した後に
ＣＮＧを検出した場合には自動的にＦＡＸ受信を開始し、検出しなかった場合にはハンド
セットまたは子電話を鳴動させてオペレータを呼び出すモードである。
【０００８】
　手動受信モードとは、通話のみをサポートするモードであり、留守電接続モードやＦＡ
Ｘ／ＴＥＬ切替モードとは異なり、自動的にＦＡＸ受信に切り替えられることはない。但
し、リモート受信機能があれば、ユーザからの指示に従ってＦＡＸ受信に切り替えること
ができる。リモート受信機能とは、接続されている電話機からのオペレーション（予め定
められたダイヤル）で装置本体をＦＡＸ受信に切り替える機能である。
【０００９】
　ＩＰ網に接続され、ＩＰ網でのＦＡＸ通信（Ｔ．３８ＦＡＸ通信、Ｔ．３０みなし音声
でのＦＡＸ通信）と電話機能とを有する画像通信装置では、上記各種受信モードで着呼す
る。この場合、Ｔ．３８での着呼とＴ．３０みなし音声及び通話での着呼は、ＳＩＰ手順
で使用される相手機が出すメディアの属性で区別することができる。着呼はＳＩＰ手順の
ＩＮＶＩＴＥ信号で通知されるが、この通知内容にメディア属性（ＩＮＶＩＴＥ信号に含
まれるｍ＝以下の記述）が含まれる。ｍ＝ａｕｄｉｏの場合はＴ．３０みなし音声又通話
での着呼を示し、ｍ＝ｉｍａｇｅやｍ＝ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎの場合は、Ｔ．３８のＦ
ＡＸ通信の着呼となる。従って、Ｔ．３８の着呼の場合は、受信モードが何に設定されて
いても、自動的にＴ．３８でのＦＡＸ受信に切り替えることができる。
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【００１０】
　しかしながら、Ｔ．３０みなし音声及び通話での着呼は、メディア属性が同じであり、
区別がつかない。そのため、留守電接続モードやＦＡＸ／ＴＥＬ切替モードでのＦＡＸ受
信への切り替えを行うためには、呼を接続した上でＦＡＸ通信かどうかを判定する必要が
ある。
【００１１】
　従来のアナログ電話回線を使用した着呼時に、留守電接続モード、ＦＡＸ／ＴＥＬ切替
モードに設定されていた場合には、回線上の音を、ＦＡＸ通信の制御を行うＦＡＸ通信制
御部へ接続する。このＦＡＸ通信制御部は、いわゆるＭＯＤＥＭ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
　Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ（変復調機））である。
【００１２】
　そして、ＭＯＭＥＭのフィルター機能を使用してＣＮＧ信号を識別し、ＣＮＧ信号が検
出された場合に、自動的にＦＡＸ受信へ切り替えていた。Ｔ．３０みなし音声通信とＩＰ
網での電話通話が可能な画像通信装置でも、同様なＣＮＧ検出が必要になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００４－１８７２６２号公報
【特許文献２】特開平０５－０９５４３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　ＩＰ網に接続して電話を実現するために、電話とＩＰ網を接続する電話制御部：ＳＬＩ
Ｃ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃｉｒｃｕｉｔ：加入者線
接続回路とも呼ばれる）が用いられる。ＳＬＩＣの主な用途は、電話からのダイヤル信号
などの識別や、電話の鳴動制御、電話のフック検知などである。このＳＬＩＣは、ＩＰ電
話を実現するためには必須なデバイスであるが、このデバイスはあくまでも電話用に作ら
れており、上述したＦＡＸ通信に対する機能、具体的には、ＦＡＸ受信切り替えに使用す
るＣＮＧ信号の検出機能を持っていない。
【００１５】
　従って、ＳＬＩＣだけでは、留守電接続機能、ＦＡＸ／ＴＥＬ切替自動でのＦＡＸ受信
への切替は実現することができない。
【００１６】
　更に、従来のアナログ電話回線を使用した着呼時に、リモート受信機能が設定されてい
ない場合には、通話中に子電話からのダイヤル信号を検出する手段を設け、予め決められ
たダイヤルで有ったときにＦＡＸ受信に切り替えていた。
【００１７】
　子電話からのダイヤルは、ＤＴＭＦ（Ｄｕａｌ　Ｔｏｎｅ　ＭｕｌｔｉＦｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ）信号で行われる。Ｔ．３０みなし音声通信とＩＰ網での電話通話が可能な画像通信
装置でもリモート受信機能は必要であり、この場合は、子電話からのＤＴＭＦ信号の検出
手段が必要になる。上述したＳＬＩＣには、ＤＴＭＦ検出機能があり、これが使用可能で
あるが、ＤＴＭＦ検出時にＦＡＸ受信へ切り替える手段は従来なかった。
【００１８】
　本発明は、ＩＰ網での音声による通話とＴ．３０みなし音声でＦＡＸ通信が可能な画像
通信装置にて、ＣＮＧ検出を確実に行うことができ、留守電接続モードやＦＡＸ／ＴＥＬ
切替モードでのＦＡＸ受信への切り替えを実現できる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記目的を達成するために、本発明の画像通信装置は、音声による通話と、みなし音声
でのＦＡＸ通信が可能な画像通信装置において、前記通話を制御する電話制御手段と、前
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記ＦＡＸ通信を制御するＦＡＸ通信制御手段と、ネットワークからの入力信号の線路を前
記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段に選択的に切り替え接続するとともに、前記電
話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段からの出力信号の線路を前記ネットワークに選択的
に切り替え接続する接続手段と、着信後に、前記接続手段により、前記ネットワークから
の入力信号の線路を前記電話制御手段と前記ＦＡＸ通信制御手段の両方に接続してＦＡＸ
の初期識別信号検出を前記ＦＡＸ通信制御手段で行わせ、前記ＦＡＸ通信制御手段が前記
初期識別信号を検出した場合に、前記ＦＡＸ通信を開始するように制御する通信制御手段
とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、ＩＰ網での音声による通話とＴ．３０みなし音声でＦＡＸ通信が可能
な画像通信装置において、ＣＮＧ検出を確実に行うことができ、留守電接続モードやＦＡ
Ｘ／ＴＥＬ切替モードでのＦＡＸ受信への切り替えを実現することができる。また、リモ
ート受信設定時にも、確実にＦＡＸ受信へ移行することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係る画像通信装置の概略構成を示す図である。
【図２】セレクタと音声信号処理部の概略構成を示す図である。
【図３】図１の画像通信装置における各種受信モードとリモート受信設定を判定する動作
の流れを示すフローチャートである。
【図４】図３のステップＳ５における自動受信モード処理の詳細を示すフローチャートで
ある。
【図５】図３のステップＳ６における留守電接続モード処理の詳細を示すフローチャート
である。
【図６Ａ】図３のステップＳ７におけるＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード処理の詳細を示すフロ
ーチャートである（その１）。
【図６Ｂ】図３のステップＳ７におけるＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード処理の詳細を示すフロ
ーチャートである（その２）。
【図７】図３のステップＳ８におけるリモート受信モード処理の詳細を示すフローチャー
トである。
【図８】受信モードとして手動受信モードが設定されていた場合の動作を説明するフロー
チャートである。
【図９】画像通信装置の各受信モード時のセレクタのＳＷの接続状態の一例を示す図であ
る。
【図１０】Ｔ．３８でのＦＡＸ通信のプロトコルシーケンスの一例を示す図である。
【図１１】Ｔ．３８でのＦＡＸ通信のＩＮＶＩＴＥ信号の一例を示す図である。
【図１２】みなし音声でのＦＡＸ通信のプロトコルシーケンスの一例を示す図である。
【図１３】音声着呼のＩＮＶＩＴＥ信号の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【００２３】
　図１は、本発明の実施形態に係る画像通信装置の概略構成を示す図である。
【００２４】
　図１において、画像通信装置１００は、上述したＩＰ網での音声による通話とＴ．３０
みなし音声でＦＡＸ通信が可能な画像通信装置である。
【００２５】
　ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０８に格納された制御プログラムに基づいて画像通信装置１
００における各デバイスを制御する。表示／操作部１０３は、例えば、ウインドウ、アイ
コン、メッセージ、メニュー、その他のユーザインターフェース情報が表示される。また
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、表示／操作部１０３は、図示は省略するが、ユーザがコピー、ＦＡＸ、プリンタ操作を
行うための各種キーや、表示画面上のアイコン、メニューなどを操作するための画面、ポ
インティングデバイス等を備える。
【００２６】
　スキャナ部１０４は、原稿の読み取りを行う。印刷部１０５は、ＲＡＭ１０９やＨＤＤ
（ハードディスクドライブ）１１０に保存した印刷データの印刷を行う。ＲＯＭ１０８は
、各種制御プログラムやデータを保持するメモリである。ＲＡＭ１０９は、ＣＰＵ１０１
のワーク領域、エラー処理時のデータの退避領域、制御プログラムのロード領域など利用
されるメモリである。ＨＤＤ１１０は、各種制御プログラムや印刷データを保存する記憶
装置である。
【００２７】
　Ｔ．３０／Ｔ．３８プロトコル作成／解析部１１１は、ＩＴＵ－Ｕ勧告Ｔ．３０／Ｔ．
３８プロトコルによるファクシミリ伝送情報を生成し、また受信したプロトコルからファ
クシミリ伝送情報を取り出す機能を有する。ＩＰパケット作成／解析部１０６は、ＩＴＵ
－Ｕ勧告Ｔ．３０／Ｔ．３８プロトコルをＩＰパケットにマッピングし、また受信したＩ
ＰパケットからＩＴＵ－Ｕ勧告Ｔ．３０／Ｔ．３８プロトコルを取り出す機能を有する。
画像変換制御部１０７は、ＦＡＸ通信する画像の圧縮伸張や変倍、線密度変換を行う。
【００２８】
　ネットワークＩ／Ｆ部１１２は、ＮＩＣ（Ｎｅｔｗｒｏｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃｏ
ｎｔｏｒｏｌｌｅｒ）と呼ばれ、ＩＰ網に接続される。セレクタ１１３は、ＮＩＣ１１２
と音声信号処理部１１４との間で入出力信号の線路を選択的に切り替え接続する選択切替
接続手段である。
【００２９】
　音声信号処理部１１４は、音声信号の符号／復号化を行い、電話を接続するための電話
制御部（ＳＬＩＣ）や、ＦＡＸ信号の送受信をするＦＡＸ通信制御部（変復調器（ＭＯＤ
ＥＭ））を持つ（※ＳＬＩＣ：Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　
Ｃｉｒｃｕｉｔ）。
【００３０】
　また、音声信号処理部１１４では、通話の場合、電話制御部（ＳＬＩＣ）からの信号が
ハンドセット／子電話１１５に供給される。Ｔ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信の場合、
音声信号処理部１１４内のＦＡＸ通信制御部（ＭＯＤＥＭ）で信号処理が行われる。
【００３１】
　次に、セレクタ１１３と音声信号処理部１１４の内部構成について図２を参照して説明
する。
【００３２】
　図２は、セレクタ１１３と音声信号処理部１１４の概略構成を示す図である。
【００３３】
　セレクタ１１３は、ＮＩＣ１１２と音声信号処理部１１４との間で信号を選択して受け
渡すための選択切替接続手段であり、図示のように、スイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｂ、ＳＷ
＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄを備える。
【００３４】
　音声信号処理部１１４は、電話制御部（ＳＬＩＣ）２０６と、ＦＡＸ通信制御部（ＭＯ
ＤＥＭ）２０４とを備える。ＳＬＩＣ２０６には、Ｇ．７１１などのコーデックであるＤ
／Ａ変換部２０７及びＡ／Ｄ変換部２０８と、ＤＴＭＦ検出部２０９とを備える。ＳＬＩ
Ｃ２０６には、これらのほかに、ハンドセット／子電話１１５の鳴動などの制御部分が含
まれる。ＭＯＤＥＭ２０４は、トーン検出器２０５を備える。ＭＯＤＥＭ２０４には、変
復調部などを含む。
【００３５】
　通常、アナログ電話回線でＦＡＸ通信に使用されるＭＯＤＥＭの回線側の信号はアナロ
グ信号であるが、図２に示したＭＯＤＥＭ２０４は、ＩＰ網などのデジタル網に接続され
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るもので、ＩＰ網側と直接デジタル信号で接続されるデジタルＭＯＤＥＭである。
【００３６】
　ＩＰ網からデバイスへの入力信号は、Ｌｉｎｅ＿ＩＮ信号としてＮＩＣ１１２からセレ
クタ１１３に出力される。一方、デバイスからＩＰ網への出力信号は、Ｌｉｎｅ＿ＯＵＴ
信号としてセレクタ１１３からＮＩＣ１１２へ出力される。
【００３７】
　セレクタ１１３は、Ｌｉｎｅ＿ＩＮ信号の線路とＬｉｎｅ＿ＯＵＴ信号の線路を、それ
ぞれ、音声信号処理部１１４のＭＯＤＥＭ２０４へ接続するか、ＳＬＩＣ２０６へ接続す
るかを制御する。この制御は、スイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｂ、ＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄで行わ
れる。
【００３８】
　ハンドセット／子電話１１５を使ってユーザが通話する時は、スイッチＳＷ＿Ｃ、ＳＷ
＿Ｄが接続（ＯＮ）され、ＩＰ網から／への信号がＳＬＩＣ２０６に入出力される。この
とき、スイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｂは非接続状態（ＯＦＦ）となっている。ＭＯＤＥＭ２
０４を使用して、みなし音声でのＦＡＸ通信を実行する時は、スイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿
Ｂが接続（ＯＮ）され、ＩＰ網から／への信号がＭＯＤＥＭ２０４に入出力される。この
とき、スイッチＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄは非接続状態（ＯＦＦ）となっている。
【００３９】
　図３は、図１の画像通信装置１００における各種受信モードとリモート受信設定を判定
する動作の流れを示すフローチャートである。なお、以下に説明する処理は、特に断りが
ない限り、ＨＤＤ１１０からＲＡＭ１０９に読み込んだプログラムコードに基づいて、Ｃ
ＰＵ１０１が実行するものとする。
【００４０】
　ステップＳ１では、ＣＰＵ１０１は、受信モードが自動受信モードかを判定する。自動
受信モードであると判定した場合には、ステップＳ５の自動受信モード処理を行う。一方
、自動受信モードでないと判定した場合、ステップＳ２へ進む。
【００４１】
　ステップＳ２では、ＣＰＵ１０１は、受信モードが留守電接続モードかを判定する。留
守電接続モードであると判定した場合には、ステップＳ６の留守電接続モード処理を行う
。一方、留守電接続モードでないと判定した場合には、ステップＳ３へ進む。
【００４２】
　ステップＳ３では、ＣＰＵ１０１は、受信モードがＦＡＸ／ＴＥＬ切替モードかを判定
する。ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モードであると判定した場合には、ステップＳ７のＦＡＸ／Ｔ
ＥＬ切替モード処理を行う。一方、ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モードでないと判定した場合には
、ＣＰＵ１０１が手動受信が設定されていると判定し、ステップＳ４へ進む。
【００４３】
　ステップＳ４では、ＣＰＵ１０１は、リモート受信が設定されているかどうかを判定し
、リモート受信が設定されていると判定した場合、ステップＳ８のリモート受信モード処
理を行う。一方、リモート受信が設定されていないと判定した場合には、ステップＳ９の
手動受信モード処理を行う。
【００４４】
　次に、図３のステップＳ５～ステップＳ９の各処理の詳細について説明する。
【００４５】
　図４は、図３のステップＳ５における自動受信モード処理の詳細を示すフローチャート
である。
【００４６】
　図４において、まず、ステップＳ１００で着呼が有ったかどうか判定される。着呼は、
ＩＰ網からＳＩＰ手順のＩＮＶＩＴＥ信号の受信を意味する。このＩＮＶＩＴＥ信号を受
信したかどうかを、ＮＩＣ１１２からの信号によりＣＰＵ１０１が判定する。着呼がない
と判定した場合には着呼を待ち、着呼が有った場合にはステップＳ１０１に進む。
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【００４７】
　ステップＳ１０１では、ＣＰＵ１０１は、着呼が音声通信でのものか、データ通信での
ものかを判定する。この判定は、ＩＮＶＩＴＥ信号で送られてくるメディア属性（ｍ＝以
下の定義）で行われる。データ（Ｔ．３８）通信着呼時のＩＮＶＩＴＥ信号を図１１に示
し、音声通信着呼時のＩＮＶＩＴＥ信号を図１３に示す。図示のデータ列の「ｍ＝」以下
がメディア属性を示す。メディア属性が「ｍ＝ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ」や「ｍ＝ｉｍａ
ｇｅ」である場合にはデータ通信を示し、「ｍ＝ａｕｄｉｏ」の場合には音声通信になる
。このようにしてＣＰＵ１０１は着呼が音声通信か、データ通信かを判定する。
【００４８】
　ステップＳ１０１でデータ通信の着呼と判定された場合には、ステップＳ１１０に進み
、呼接続が行われる。呼接続は、後述するＳＩＰプロトコルの「２００　ＯＫ信号」をＩ
Ｐ網に送出することで行われる。
【００４９】
　次に、ステップＳ１１１でＴ．３８でのＦＡＸ通信が開始され、ステップＳ１１２で通
信終了かどうかをＣＰＵ１０１が判定し、通信終了と判定した場合は、ステップＳ１０６
で呼を切断し、リターンする。一方、ステップＳ１１２で通信が終了していないと判定さ
れた場合には、ステップＳ１１１へ戻り、Ｔ．３８でのＦＡＸ通信が継続される。Ｔ．３
８でのＦＡＸ通信のプロトコルシーケンスを図１０に示す。
【００５０】
　図１０において、通常ＳＩＰによる信号のやりとりは、ＳＩＰサーバを介して行われる
。発信機で発呼した場合に、ＩＮＶＩＴＥ信号がＳＩＰサーバへ送られ、更にＳＩＰサー
バはこれを着信側に出力する。着信機でＩＮＶＩＴＥ信号を受け、受付可能であればＳＩ
Ｐサーバに電話が鳴動中であることを示す「１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇ」信号を出し、更に
着呼できた段階で「２００　ＯＫ」信号を出す。この「１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇ」信号及
び「２００　ＯＫ」信号はＳＩＰサーバを介して発信機へ送られる。さらに、発信機は、
この「２００　ＯＫ」信号に対するレスポンスであるＡＣＫ信号をＳＩＰサーバを介して
着信機に送る。この手順の後は、発信機と着信機が１対１に接続され、Ｔ．３８のＦＡＸ
通信が行われる。通信が終了した場合には、着信機がＳＩＰのＢＹＥ信号をＳＩＰサーバ
を介して発信機に送り、発信機はこのＢＹＥ信号へのレスポンスである「２００　ＯＫ」
信号をＳＩＰサーバを介して着信機に送り、呼が切断される。
【００５１】
　図４の説明に戻る。図４のステップＳ１０１で音声通信の着呼と判定された場合には、
Ｔ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信を開始すべく、ＩＰ網から／への信号の線路をＭＯＤ
ＥＭ２０４に接続する。これは、セレクタ１１３のスイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｂを接続（
ＯＮ）することで行われる。このとき、スイッチＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄは非接続状態（ＯＦ
Ｆ）となっている。
【００５２】
　次に、ステップＳ１０３で呼接続する。呼接続の方法は、Ｔ．３８の場合と同じで、Ｉ
Ｐ網へＳＩＰの「２００　ＯＫ」信号を送出することで行われる。次に、ステップＳ１０
４でＴ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信が開始され、ステップＳ１０５で通信が終了した
と判定されるまで行われる。ステップＳ１０５で通信が終了したと判定された場合には、
ステップＳ１０６で呼が切断され、リターンする。このＴ．３０みなし音声での呼接続、
通信のシーケンスに関して、図１０に示したＴ．３８でのＦＡＸ通信のシーケンスと異な
る。具体的には、ＩＮＶＩＴＥ信号のメディア属性が「ｍ＝ａｕｄｉｏ」である点と、図
１１に示すＴ．３８でのＦＡＸ通信がＴ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信になる点が異な
る。
【００５３】
　以上のように、自動受信モード時の着呼時には、まずＩＮＶＩＴＥ信号のメディア属性
でＴ．３８かＴ．３０みなし音声の着呼なのかを判定し、適切にＦＡＸ受信へ移行する。
【００５４】
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　図５は、図３のステップＳ６における留守電接続モード処理の詳細を示すフローチャー
トである。
【００５５】
　図５において、まず、ステップＳ２００で着呼が有ったかどうか判定される。ステップ
Ｓ２００は図４のステップＳ１００と同様である。着呼がないと判定された場合には着呼
を待ち、着呼が有った場合にはステップＳ２０１に進む。
【００５６】
　ステップＳ２０１では、ＣＰＵ１０１は、着呼が音声通信でのものか、データ通信での
ものかを判定する。ステップＳ２０１は、図４のステップＳ１０１と同様に、ＳＩＰ手順
のＩＮＶＩＴＥ信号のメディア属性で判定される。
【００５７】
　ステップＳ２０１でデータ通信の着呼と判定された場合には、ステップＳ２２０に進み
、呼接続（ＳＩＰ手順の「２００　ＯＫ」信号をＩＰ網に送出）を行う。ステップＳ２２
０～Ｓ２２２の処理は、図４のステップ１１０～Ｓ１１２と同様である。
【００５８】
　一方、ステップＳ２０１で音声通信の着呼と判定された場合には、ステップＳ２０２へ
進み、ＳＬＩＣ２０６での電話鳴動機能を使い、ユーザに着呼を通知するために、ハンド
セット／子電話１１５を鳴動させる。次に、ステップＳ２０３でハンドセット／子電話１
１５がフックアップされたかどうかをＳＬＩＣ２０６の機能で判定する。フックアップさ
れていないと判定された場合には、ステップＳ２０２へ戻り、ハンドセット／子電話１１
５の鳴動を継続する。一方、フックアップされていると判定された場合には、ステップＳ
２０４へ進む。
【００５９】
　ステップＳ２０４でＳＬＩＣ２０６によるハンドセット／子電話１１５の鳴動を止め、
ステップＳ２０５でハンドセット／子電話１１５での通話を可能とすべく、セレクタ１１
３を用いてＩＰ網から／への信号の線路をＳＬＩＣ２０６に接続する。
【００６０】
　また、ステップＳ２０５では更に、音声による通話とＦＡＸの初期識別信号検出（ＣＮ
Ｇ検出）の両方を同時に行うため、ＩＰ網からの入力信号の線路をＭＯＤＥＭ２０４に接
続する。具体的には、セレクタ１１３のスイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄを接続（
ＯＮ）する。この並列接続により、通話中にもＭＯＤＥＭ２０４でのＣＮＧ検出が可能に
なる。なお、このときスイッチＳＷ＿Ｂは非接続状態（ＯＦＦ）となっている。これは、
ＭＯＤＥＭ２０４からの不必要な信号がＩＰ網に流れないようにするためである。
【００６１】
　従来の電話回線では、ＣＮＧ検出には回線上の音声信号を使用していて、上り／下り信
号の混在した信号から検出を行おうとしていたためにノイズが入り、検出精度が落ちてい
た。本発明の場合は、上り／下り信号の混在はなく、デジタル的に切り離された受信信号
からＣＮＧ信号を検出できるので、検出精度を大幅に向上することが可能となる。
【００６２】
　次に、ステップＳ２０６では、ＭＯＤＥＭ２０４によるＣＮＧ検出を開始する。ステッ
プＳ２０７では、ＳＩＰ手順の「２００　ＯＫ」信号をＩＰ網へ送出し、呼接続を行い、
ステップＳ２０８で通話が開始される。通話は、ＳＬＩＣ２０６のＤ／Ａ変換部２０７、
Ａ／Ｄ変換部２０８でＩＰ網上のデジタル信号とハンドセット／子電話側のアナログ信号
が相互に変換され行われる。この通話では、ハンドセット／子電話１１５の留守番電話機
能が自動メッセージを応答する。
【００６３】
　呼接続後、ステップＳ２０９でＭＯＤＥＭ２０４でのＣＮＧ信号が検出されたかどうか
を判定し、ＣＮＧ信号が検出されなかった場合には、ステップＳ２１４で通話が終了した
かどうかを判定する。通話が終了したと判定された場合には、ステップＳ２１３で呼切断
を行い、リターンする。一方、ステップＳ２１４で通話が終了していないと判定された場
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合には、ステップＳ２０８へ戻り、通話が継続される。
【００６４】
　ステップＳ２０９でＭＯＤＥＭ２０４でのＣＮＧ信号が検出された場合には、ステップ
Ｓ２１０でＩＰ網から／への信号の線路をＭＯＤＥＭ２０４に接続する。具体的には、セ
レクタ１１３のスイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｂを接続（ＯＮ）する。また、このときスイッ
チＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄは非接続状態（ＯＦＦ）とする。つづいて、ステップＳ２１１でＴ
．３０みなし音声のＦＡＸ通信が開始される。
【００６５】
　ステップＳ２１２で通信終了かどうかが判定され、終了したと判定された場合には、ス
テップＳ２１３で呼切断を行い、リターンする。一方、ステップＳ２１２で通信が終了し
ていないと判定された場合には、ステップＳ２１１でＴ．３０みなし音声のＦＡＸ通信が
継続される。
【００６６】
　上述した留守電接続モード時におけるプロトコルシーケンスを図１２に示す。図中、着
呼から通話開始までのシーケンスは、図１０で述べたＴ．３８での場合と同じである。こ
の場合の、ＩＮＶＩＴＥ信号でのメディア属性は音声であるため、ＦＡＸ通信には入らず
、１対１で結ばれた発信機と着信機で通話が行われる。この通話中に、発信機から出力さ
れたＣＮＧ信号が着信機のＭＯＤＥＭ２０４で検出されると、セレクタ１１３でＩＰ網か
ら／への信号の線路がＭＯＤＥＭ２０４に接続され、Ｔ．３８みなし音声でのＦＡＸ通信
が開始される。通信終了後のシーケンスは図１０と同じであるため、その説明は割愛する
。
【００６７】
　このように留守電接続モード時でも、通話中のＣＮＧ検出が確実に行え、さらにＴ．３
０みなし音声でのＦＡＸ通信への切り替えが容易に行うことができる。
【００６８】
　図６Ａ及び図６Ｂは、図３のステップＳ７におけるＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード処理の詳
細を示すフローチャートである。
【００６９】
　図６Ａにおいて、まず、ステップＳ３００で着呼が有ったかどうか判定される。ステッ
プＳ３００は図４のステップＳ１００と同様である。着呼がないと判定された場合には着
呼を待ち、着呼が有った場合にはステップＳ３０１に進む。
【００７０】
　ステップＳ３０１では、ＣＰＵ１０１は、着呼が音声通信でのものか、データ通信での
ものかを判定する。ステップＳ３０１は、図４のステップＳ１０１と同様に、ＳＩＰ手順
のＩＮＶＩＴＥ信号のメディア属性で判定される。
【００７１】
　ステップＳ３０１でデータ通信の着呼と判定された場合には、ステップＳ３２０に進み
、呼接続（ＳＩＰ手順の「２００　ＯＫ」信号をＩＰ網に送出）を行う。ステップＳ３２
０～Ｓ３２２の処理は、図４のステップ１１０～Ｓ１１２と同様であるため、それらの説
明を割愛する。
【００７２】
　一方、ステップＳ３０１で音声通信の着呼と判定された場合には、ステップＳ３０２へ
進み、ＩＰ網の入出力信号の線路をＭＯＤＥＭ２０４に接続し、ステップＳ３０３でＭＯ
ＤＥＭ２０４によりＣＮＧ検出を開始する。つづいて、ステップＳ３０４でＳＩＰ手順の
「２００　ＯＫ」信号を送出して呼を接続する。
【００７３】
　次に、ステップＳ３０５では、ＣＰＵ１０１は、ＯＧＭ出力がＯＮになっているかどう
かを判定する。ＯＧＭとは、Ｏｕｔ　Ｇｏｉｎｇ　Ｍｅｓｓａｇｅであり、例えば「呼び
出しております。そのまましばらくお待ちください、ＦＡＸの方は送信してください」な
どの音声メッセージである。このＯＧＭ機能がＯＮであった場合には、ステップＳ３０６
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でＭＯＤＥＭ２０４からのＯＧＭ信号をＩＰ網側に出力する。
【００７４】
　次に、ステップＳ３０７でＭＯＤＥＭ２０４でのＣＮＧ信号が検出されたかどうかを判
定する。ＣＮＧ信号が検出された場合には、ステップＳ３１３へ進み、Ｔ．３０みなし音
声でのＦＡＸ通信が開始される。つづいて、ステップＳ３１４で通信終了かを判定し、終
了していれば、ステップＳ３１５で呼を切断してリターンする。
【００７５】
　一方、ステップＳ３０７でＭＯＤＥＭ２０４でのＣＮＧ信号が非検出の場合は、図６Ｂ
のステップＳ３０８に進み、ＳＬＩＣ２０６での電話鳴動機能を使い、ユーザに着呼を通
知するために、接続されているハンドセット／子電話１１５を鳴動させる。
【００７６】
　次に、図６ＢのステップＳ３０９で、ＭＯＤＥＭ２０４で作られた疑似リングバックト
ーンをＩＰ網側に送出し、発信機側に電話を鳴動していることを通知する。リングバック
トーンとは、発信側で受信側の電話が鳴動していることがわかる、いわゆる呼出音である
。この場面では、既に呼が接続されているため、電話の呼出音がＭＯＤＥＭ２０４で疑似
的に作成されＩＰ網へ出力されている。
【００７７】
　ステップＳ３１１でハンドセット／子電話１１５でフックアップされたかどうかをＳＬ
ＩＣ２０６の機能で判定する。フックアップされたと判定すると、ステップＳ３３０でＳ
ＬＩＣ２０６によるハンドセット／子電話１１５の鳴動を止め、ＩＰ網からの入出力信号
の線路をＳＬＩＣ２０６に接続（セレクタ１１３のスイッチＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄのみを接
続（ＯＮ））する。そして、ステップＳ３３１で通話状態となる。つづいて、通話が終了
したかどうかをステップＳ３３２で判定し、終了していた場合には、ステップＳ３１５で
呼切断してリターンする。一方、ステップＳ３３２で通話が終了していないと判定された
場合には、ステップＳ３３１の通話が継続される。
【００７８】
　ステップＳ３１１でハンドセット／子電話１１５のフックアップが検出されなかった場
合は、ステップＳ３１２でハンドセット／子電話鳴動時間が経過したかどうかを判定する
。ハンドセット／子電話鳴動時間は予め設定されたものである。ＣＰＵ１０１は、ハンド
セット／子電話鳴動時間が経過しても応答がない場合に自動的にＦＡＸ受信に移行させる
。
【００７９】
　ステップＳ３１２でハンドセット／子電話鳴動時間が経過したと判定された場合には、
ステップＳ３１３でＴ．３０みなし音声のＦＡＸ通信が行われる。つづいて、ステップＳ
３１４で通信が終了したと判定された場合には、ステップＳ３１５で呼切断されリターン
する。
【００８０】
　このように、留守電接続モード時でも、ＣＮＧ検出が確実に行え、さらにＴ．３０みな
し音声でのＦＡＸ通信への切り替えを容易に行うことができる。
【００８１】
　次に、手動受信モード時の処理について説明する。手動受信モードでもリモート受信設
定がＯＮかＯＦＦで動作が異なる。図７では、手動受信モードでリモート受信設定がＯＮ
の場合を示す。
【００８２】
　図７は、図３のステップＳ８におけるリモート受信モード処理の詳細を示すフローチャ
ートである。
【００８３】
　図７において、まず、ステップＳ５００で着呼が有ったかどうか判定される。ステップ
Ｓ５００は図４のステップＳ１００と同様である。着呼がないと判定された場合には着呼
を待ち、着呼が有った場合にはステップＳ５０１に進む。
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【００８４】
　ステップＳ５０１では、ＣＰＵ１０１は、着呼が音声通信でのものか、データ通信での
ものかを判定する。ステップＳ５０１は、図４のステップＳ１０１と同様に、ＳＩＰ手順
のＩＮＶＩＴＥ信号のメディア属性で判定される。ステップＳ５０１でデータ通信の着呼
と判定された場合には、ステップＳ５２０に進み、呼接続（ＳＩＰ手順の「２００　ＯＫ
」信号をＩＰ網に送出）を行う。ステップＳ５２０～Ｓ５２２の処理は、図４のステップ
Ｓ１１０～Ｓ１１２と同様である。
【００８５】
　一方、ステップＳ５０１で音声通信の着呼と判定された場合には、ステップＳ５０２へ
進み、ＳＬＩＣ２０６の電話鳴動機能を用い、ユーザに着呼を通知するために、ハンドセ
ット／子電話１１５を鳴動させる。次に、ステップＳ５０３でハンドセット／子電話１１
５がフックアップされたかどうかをＳＬＩＣ２０６の機能で判定する。フックアップされ
ていないと判定された場合には、ステップＳ５０２へ戻り、ハンドセット／子電話１１５
の鳴動を継続させる。一方、フックアップされていると判定された場合には、ステップＳ
５０４へ進む。
【００８６】
　ステップＳ５０４では、リモート受信のために、子電話からのＤＴＭＦ検出を行う必要
があるため、ＳＬＩＣ２０６によるＤＴＭＦ検出を開始する。つづいて、ステップＳ５０
５でＳＬＩＣ２０６によるハンドセット／子電話１１５の鳴動を止め、ステップＳ５０６
でハンドセット／子電話１１５での通話を可能とすべく、セレクタ１１３を用いてＩＰ網
から／への信号の線路をＳＬＩＣ２０６に接続する。具体的には、セレクタ１１３のＳＷ
＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄのみを接続（ＯＮ）する。
【００８７】
　次に、ステップＳ５０７でＳＩＰ手順の「２００　ＯＫ」信号をＩＰ網へ送出し、呼接
続を行い、ステップＳ５０８で通話が開始される。
【００８８】
　ステップＳ５０９で子電話からの所定のＤＴＭＦ信号（ダイヤル信号）が検出されたか
どうかを判定し、非検出の場合は、ステップＳ５１４で通話が終了しているか判定する。
通話が終了していないと判定された場合には、ステップＳ５０８の通話状態が継続される
。一方、ステップＳ５１４で通話が終了していると判定された場合には、ステップＳ５１
３で呼切断を行い、リターンする。
【００８９】
　一方、ステップＳ５０９でダイヤル信号検出がなされたと判定した場合には、ステップ
Ｓ５１０でＴ．３０みなし音声のＦＡＸ通信に切り替えるため、ＩＰ網から／への信号の
線路をＭＯＤＥＭ２０４に接続する。更に、ステップＳ５１１でＴ．３０みなし音声のＦ
ＡＸ通信が開始される。
【００９０】
　ステップＳ５１２で通信が終了しているかどうかを判定し、通信が終了していないと判
定された場合には、ステップＳ５１１へ戻り、Ｔ．３０みなし音声のＦＡＸ通信が継続さ
れる。ステップＳ５１２で通信が終了していると判定された場合には、ステップＳ５１３
で呼を切断し終了する。
【００９１】
　このように、手動受信モード時でリモート受信がＯＮに設定されている場合でも、ＳＬ
ＩＣ２０６のＤＴＭＦ信号検出機能を用い、ＩＰ網からの信号を適切にＳＬＩＣ、ＭＯＤ
ＥＭに接続する。これにより、通話及び通話中のＤＴＭＦ信号検出、並びにＤＴＭＦ検出
後のＴ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信を実現できる。
【００９２】
　図８は、図３のステップＳ９における手動受信モード処理の詳細を示すフローチャート
である。図８では、手動受信モードでリモート受信設定がＯＦＦの場合を示す。
【００９３】
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　図８において、まず、ステップＳ６００で着呼が有ったかどうかを判定する。ステップ
Ｓ６００は図４のステップＳ１００と同様である。着呼がないと判定された場合には着呼
を待ち、着呼が有った場合にはステップＳ６０１に進む。
【００９４】
　ステップＳ６０１では、ＣＰＵ１０１は、着呼が音声通信でのものか、データ通信での
ものかを判定する。ステップＳ６０１は、図４のステップＳ１０１と同様に、ＳＩＰ手順
のＩＮＶＩＴＥ信号のメディア属性で判定される。ステップＳ６０１でデータ通信の着呼
と判定された場合には、ステップＳ６１０に進み、呼接続（ＳＩＰ手順の「２００　ＯＫ
」信号をＩＰ網に送出）を行う。ステップＳ６１０～Ｓ６１２の処理は、図４のステップ
Ｓ１１０～Ｓ１１２と同様である。
【００９５】
　一方、ステップＳ６０１で音声通信の着呼と判定された場合には、ステップＳ６０２へ
進み、ＳＬＩＣ２０６の電話鳴動機能を用い、ユーザに着呼を通知するために、ハンドセ
ット／子電話１１５を鳴動させる。次に、ステップＳ６０３でハンドセット／子電話１１
５がフックアップされたかどうかをＳＬＩＣ２０６の機能で判定する。フックアップされ
ていないと判定された場合には、ステップＳ６０２へ戻り、ハンドセット／子電話１１５
の鳴動を継続させる。一方、フックアップされていると判定された場合には、ステップＳ
６０４へ進む。
【００９６】
　ステップＳ６０４でＳＬＩＣ２０６によるハンドセット／子電話１１５の鳴動を止め、
ステップＳ６０５でセレクタ１１３を用いてＩＰ網の入出力信号の線路をＳＬＩＣ２０６
に接続する。つづいて、ステップＳ６０７でＳＩＰ手順での「２００　ＯＫ」信号をＩＰ
網へ送出し、呼接続を行い、ステップＳ６０７で通話が開始される。
【００９７】
　次に、ステップＳ６０８で通話が終了しているかどうかを判定し、通話が終了していな
いと判定された場合には、ステップＳ６０７へ戻り、通話が継続される。一方、ステップ
Ｓ６０７で通話が終了していると判定された場合には、ステップＳ６０９で呼切断を行い
、リターンする。
【００９８】
　このように、手動受信モードでリモート受信がＯＦＦの場合でも、ＳＬＩＣ２０６によ
るハンドセット／子電話鳴動機能を用い、更に適切にＩＰ網からの信号をＳＬＩＣに接続
することで、手動受信の動作を行える。
【００９９】
　図９は、画像通信装置１００の各受信モード時のセレクタ１１３のＳＷの接続状態の一
例を示す図である。
【０１００】
　Ｔ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信時には、ＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｂが接続（ＯＮ）の状態
になり、網側信号が適切にＭＯＤＥＭ２０４につながれ、ＦＡＸ通信が行われる。留守電
接続モード時での通話状態に於いては、スイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄが接続（
ＯＮ）状態となり、ＭＯＤＥＭ２０４によるＣＮＧ検出と、ＳＬＩＣ２０６を通した通話
が行える。ここで、ＣＮＧ検出時には、Ｔ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信時のスイッチ
の状態にするため、Ｔ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信に切り替えることが出来る。
【０１０１】
　留守電接続モード時以外の通話状態に於いては、スイッチＳＷ＿Ｃ、ＳＷ＿Ｄが接続（
ＯＮ）状態となり、ＳＬＩＣ２０６を通した通話が行える。
【０１０２】
　更に、ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード時のＣＮＧ検出動作中では、スイッチＳＷ＿Ａ、ＳＷ
＿Ｂが接続（ＯＮ）の状態になり、ＭＯＤＥＭ２０４によるＣＮＧ検出が適切に行われる
。そして、ＣＮＧ検出後は、Ｔ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信時のスイッチの状態にす
るため、Ｔ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信に切り替えることが出来る。
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【０１０３】
　以上説明したように、本発明は、ＩＰ網などの高速デジタル回線網に接続し、音声によ
る通話と、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０によるＴ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信が可能な画
像通信装置に於いて、以下の特徴を備える。上述の複数の受信モードのうち、着信後にＴ
．３０みなし音声でのＦＡＸ通信に切り替える必要がある受信モード（留守電接続、ＦＡ
Ｘ／ＴＥＬ切替、手動受信（リモート受信ＯＮ））では、適切に網側の信号をＭＯＤＥＭ
やＳＬＩＣへ切り替え接続する。これにより、確実にＴ．３０みなし音声でのＦＡＸ通信
に切り替えることが出来、各受信モードをサポートすることができる。
【０１０４】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【０１０５】
１００　画像通信装置
１０１　ＣＰＵ
１０３　表示／操作部
１０５　印刷部
１０６　ＩＰパケット作成／解析部
１０８　ＲＯＭ
１０９　ＲＡＭ
１１１　Ｔ．３０／Ｔ．３８プロトコル作成／解析部
１１２　ネットワークＩ／Ｆ部
１１３　セレクタ
１１４　音声信号処理部
２０４　ＭＯＤＥＭ
２０５　トーン検出器
２０６　ＳＬＩＣ
２０７　Ｄ／Ａ変換部
２０８　Ａ／Ｄ変換部
２０９　ＤＴＭＦ検出器
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